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1 部 10 円

第
92
回
福
岡
県
中
央
統
一
メ
ー
デ
ー筑紫保育園分会の懲戒解雇取消しと原職で

職場復帰勝ち取りました！
福祉保育労福岡地本　書記長　白石 大

　昨年4月20日突然、懲戒解雇処分を
言い渡された、筑紫保育園事務チーフ
児玉さんの処分取り消しと原職での職
場復帰を3月18日開催された6回目の
団体交渉で双方合意が成立し、3月22
日より職場復帰が実現しました。
　暖簾に腕推しのような団体交渉を重
ねながらも、市役所前での宣伝、保護者
の方との組合主催の懇談、太宰府市へ
の数度に及ぶ指導要請など不当な懲
戒解雇をきっかけに瞬く間に9割近い
組織化を行って、処分の取り消し・職場
復帰と合わせて、働きやすい、子供たち
が安心して保育を受けられる職場づく
りを目指して活動を進めてきた大きな
成果です。
　「この1年間の闘いを通し、雇用者と
労働者が対等の立場であることの難し
さを痛感しました。私たちのような労働
者がいなければ決して経営は成り立た
ないはずなのに、それが分かってもらえ
ない。意見することがまるで悪いことか
のようにとらえられる。園長や施設長と
距離感が近く言えない。等、様々な理由
でグッと我慢をしている人が多いので
はないでしょうか。声をあげるというこ
とはとても勇気がいる事です。けれど、
対等に意見が言える、交渉が出来る、そ

れを可能にするのが労働組合です。ど
うせ働くなら楽しく働きたい。やりがい
のある仕事をこれからも続けたい。こん
な要求が叶えられるようになるのが労
働組合です。
　まだまだ難しい環境にあるのが現状
ですが、耐え忍んできていた時に比べ
状況はよくなってきています。「困った
ことは声に出す」が出来るように、また
「組合に相談したら一緒に解決策を探
してくれる」と思ってもらえるような環
境作りができたらいいなというのが今
後の目標です。（筑紫保育園臼井分会
長の『分会の１年のたたかい』から）
　この1年近いたたかいのなか、またコ
ロナ禍の中で組織を維持しみんなで励
まし合いながら不当に扱われた組合員
の職場復帰を勝ち取った分会を頼もし
く思うとともにより一層の団結と仲間
の拡大を進めてほしいと願っています。

ベ
ア
、一
時
金
、手
当
で

前
進
勝
ち
取
る

エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
組 

中
央
執
行
委
員
長
　
伊
藤 

秀
紀

　

エ
フ
コ
ー
プ
生
協
労
組
で
は「
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
大
幅
な
賃
上
げ
を
」と

21
春
闘
を
闘
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、要

求
と
の
乖

離
は
大
き

い
も
の
の
、

前
年
を
上

回
る
11
年

連
続
の
ベ
ア

獲
得
、４
年

間
２・
０
カ

月
だ
っ
た
夏

季
一
時
金

を
２・
１
カ

月
に
、子
育
て
支
援
手
当
を
５
千
円
か

ら
１
万
円
に
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。中
で
も
子
育
て
支
援
手
当
は
、

均
等
待
遇
の
考
え
方
か
ら
全
雇
用
形
態

を
対
象
に
２
０
１
５
年
10
月
に
導
入
さ

れ
、導
入
時
は
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

の
子
供
一
人
に
つ
き
月
額
２
０
０
円
を

20
歳
の
年
度
末
ま
で
支
給
す
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。そ
れ
を
こ
の
４
年
半
と

い
う
短
い
期
間
に
、一
人
５
千
円
に
、22

歳
の
年
度
末
ま
で
に
と
徐
々
に
前
進
さ

せ
、そ
し
て
今
回
１
万
円
に
引
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、若
年
層
や
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

分会から届けられた寄せ書き

福岡県中央統一メーデー

大牟田地区 北九州地区

　

５
月
１
日（
土
）に
福
岡

県
中
央
統
一メ
ー
デ
ー
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。当
初
は
、１
年
ぶ
り

に
冷
泉
公
園
で
の
開
催
を

目
指
し
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
感
染
の

急
激
に
拡
が
る
中
急
遽
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

昨
年
のｅ-

Ｍａｙ 

Ｄａｙ

と
は
異
な
り
、県
労
連
事

務
所
を
会
場
に
デ
コ
プ
ラ

展
を
除
き
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。実
行
委
員
長
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、来
賓
と
し

て
福
岡
県
知
事
代
理
の
上

村
労
働
政
策
課
長
の
挨
拶
、

続
い
て
日
本
共
産
党
よ
り

真
島
前
衆
議
院
議
員
と
立

川
県
議
が
参
加
し
代
表
し

て
真
島
前
衆
議
院
議
員
が

挨
拶
。続
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
、れ
い
わ
新
選
組
大
島
前

参
議
院
議
員
、県
議
会
よ

り
民
主
県
政
ク
ラ
ブ
佐
々

木
県
議
、仁
戸
田
県
議
よ

り
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、福
岡
県
総
が
か
り

実
行
委
員
会
青
柳
代
表
よ

り
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
ま

し
た
。メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、立
憲

民
主
党
山
内
衆
議
院
議
員

と
野
田
国
義
参
議
院
議
員
、

九
州
労
働
金
庫
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
各
労
組
が
コ
ロ

ナ
禍
で
闘
っ
て
き
た
経
験

を
共
有
す
る
た
め
今
ま
で

以
上
に
発
言
を
求
め
、３

分
間
発
言
と
し
て
10
組
合

よ
り
12
の
発
言
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、県
内
各
地
区
で

は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
し
た
が
、

北
九
州
地
区
は
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
を
行
い
50
団

体
４
５
０
人
の
参
加
で
成

功
さ
せ
ま
し
た
。大
牟
田

地
区
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

国
道
沿
い
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
行
い
40
人
が
参
加
し

市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

　

直
鞍・田
川・嘉
飯
山・京

築
地
区
は
開
催
を
中
止
し
、

筑
後
地
区
は
荒
天
予
報
の

た
め
止
む
無
く
中
止
し
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
実
行
委
員
会

で
は
、政
府
に
対
し
て
コロ
ナ

感
染
対
策
の
充
実
を
求
め
、

労
働
者
の
要
求
実
現
を
め

ざ
し
、運
動
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
成
功
！
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　オリンピックは古代ギリシャで行われていた「ギリシャの
神々のためのお祭り」だったそうです。お祭りをした理由に
は諸説あり、神話の中で死んでしまった神々を慰めるための
ものであったというのが有力視されていますが、逆に戦争に

勝った神々が建てた神殿で 4年に 1回行われていた大会が始まりであった
ともされています。ちなみに、当時最初に行われた競技は「191m走」だっ
たようです。この微妙な 191 という数字は、この競走種目のために作られ
た開催地「スタディオン」の大きさに由来するそうです。また、このスタ
ディオンというのは、ギリシャ神話に登場する「ヘラクレスの足の裏のサイ
ズ 600 コ分」に由来するそうです。さて、東京オリンピックですが、コロ
ナ感染を終息どころか感染拡大している状況でも無理矢理開催するのでしょ
うか。神の力でコロナを終息してもらいますか？無理でしょう。　　　（た）

後

集

記

編

きずな

 

雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方

福
岡
県
労
連　

副
議
長　

内
田 

大
亮

　

ラ
ー
メ
ン
店
の
夜
間
部
店
員
か

ら
労
働
相
談
が
入
り
ま
し
た
。こ

の
会
社
は
、昼
間
部
は
会
社
が
従

業
員
を
雇
っ
て
運
営
し
、夜
間
部

の
20
時
か
ら
翌
５
時
は
、委
託
を

受
け
た
夫
婦
が
運
営
し
ま
す
。夜

間
部
は
歩
合
制
で
粗
利
の
50
％
が

収
入
と
な
り
ま
す
。売
り
上
げ
が

悪
く
て
も
最
低
保
証
額
は
38
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。相
談
は
、コ
ロ

ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
を
理
由
に
最

低
保
証
額
が
満
額
支
払
わ
れ
な
い

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

会
社
は
、国
か
ら
休
業
協
力
金

が
月
１
８
０
万
円
支
給
さ
れ
ま
す

が
、そ
れ
を
夜
間
部
店
員
に
支
給

し
ま
せ
ん
。団
体
交
渉
の
末
、全
店

夜
間
部
店
員
に
10
万
円
を
支
給
す

る
こ
と
を
約
束
し
、今
後
は
、最
低

保
証
額
に
到
達
す
る
支
給
制
度
を

確
立
。現
在
３
人
が
組
合
に
加
盟

し
、分
会
結
成
と
組
織
拡
大
を
進

め
て
い
ま
す

　

雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
が
拡

大
し
て
お
り
、労
働
基
準
法
が
活

用
し
に
く
い
た
め
団
体
交
渉
と
団

結
に
よ
る
解
決
が
唯
一
の
解
決
手

段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

者
の
パ
ウ
ル
・
ク
ル
ッ
ツ
ェ

ン
は
、
地
質
学
的
に
み
て
、

地
球
は
新
た
な
年
代
に
突

入
し
た
と
い
い
「
人
新

世
」
と
名
付
け
た
。人
間

た
ち
の
活
動
の
痕
跡
が
地

球
表
面
を
覆
い
つ
く
し
た

年
代
と
い
う
意
味
だ
。

著
者
は
、
冒
頭
の
─
は
じ

め
に
─
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

「
大
衆
の
ア
ヘ
ン
」
で
あ

る
。と
述
べ
、
マ
ル
ク
ス
の

「
資
本
論
」

を
折
々
に
参

照
し
な
が
ら

「
人
新
世
」

に
お
け
る
資

本
と
社
会

と
自
然
の
絡

み
合
い
を
分
析
し
て
い
く
。

権
威
あ
る
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー

記
念
賞
を
歴
代
最
年
少
で

受
賞
し
た
若
手
研
究
者
の

著
書
だ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
１
０

０
分
で
名
著
」
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
、
博
多
駅
の

ジ
ュ
ン
ク
堂
で
も
ポ
ッ
プ

が
付
き
、
テ
キ
ス
ト
と
一
緒

に
平
積
み
さ
れ
た
。
読
む

価
値
あ
り
で
す
。

（
県
労
連
副
議
長　

懸
谷 

一
）

この本
おすすめ

人
新
世
の「
資
本
論
」

著
者　

斎
藤
幸
平

発
行
所 

㈱
集
英
社　

定
価 

１
０
２
０
円+

税

全労連共済「春の拡大月間・対話キャンペーン」
組合員への共済紹介・加入働きかけで
一人1000円の拡大推進費支給

　全労連共済では春の拡大月間では、この拡大月間を成功させるた
め、「1,500 人共済対話（個別のはたらきかけ）キャンペーン」を行っ
ています。
　個人加入共済の拡大には、組合員一人一人の声掛けがとても重要
になってきます。共済での対話をきっかけに、組合員の生活実態や
日常の悩みを聞くことで、組合員とのつながりも深めることができ、
組合の大切さと助け合い活動の理解にもつながります。
　コロナ禍で、活動が難しい状況もありますが、是非こ
の「共済対話（個別のはたらきかけ）キャンペーン」で、
春の拡大月間の前進をつくりだしていきましょう。

1）実施期間：2021 年4月～6月末
2）キャンペーン対象内容：

①�共済のパンフレット・申込書を渡して、組合員と個別に対話し、
個人加入共済の加入・増口を勧める。なお、制度説明会などの一
般的な呼びかけは、キャンペーンに含めない。

②�推進費申請書に対話した組合員の名簿・おすすめした共済・そ
の後の状況などを記入。

③対話した内容など各組織と共有するため、とりくみを通しての
経験などを記入する。

3）キャンペーン拡大推進費
対話した対象者1 名につき、1,000 円を支給する。（拡大推進費の
使途は問いません）

4）「申請者と提出先」、「申請期限」
①�申請は、単産・地方共済会が行い、本部事務局（事業部会・実務支

援部会）に、「拡大推進費申請書」を提出します。
②�申請の期限は、2021年7月末となりますので早めに申請をお願

いします。
※詳細は、全労連共済福岡県支部まで（092-433-1833）

　

昨
年
か
ら
福
岡
県
議
会
で
の「
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
国

へ
の
意
見
書
」採
択
を
求
め
る
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、3
月
定
例
会
最

終
日
、3
月
24
日
の
本
会
議
に
お
い
て
全

会
一致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、民
主
県
政
県

議
団
の
佐
々
木
允
県
議
会
議
員
が
中
心

と
な
り
、同
県
議
団
が
発
議
。そ
の
後
の

各
会
派
の
皆
さ
ん
へ
の
呼
び
か
け
の
結
果
、

「
全
会
派
共
同
提
案
」と
し
て
本
会
議

に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
意
見
書
は
、最
高
裁
決

定
を
受
け
た
田
村
厚
労
大
臣
に
よ
る
被

害
者
へ
の
謝
罪
と
い
う
最
新
の
情
勢
を
反

映
し
、「
多
く
の
被
害
者
が
何
ら
補
償
を

受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
死
亡
し
て
い
る
。一刻

も
早
く
、被
害
者
救
済
に
向
け
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」と

し
て「
被
害
者
補
償
基
金
の
創
設
」も
訴

え
る
中
身
と
な
って
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
２
月
26
日「
福

岡
地
方
最
低
賃
金
審
議
員
の
候

補
者
の
推
薦
に
関
す
る
」公
示

を
受
け
、３
月
17
日
に
県
労
連

よ
り
４
人
の
推
薦
と
合
わ
せ
て

公
正
任
命
の
要
請
を
お
こ
な
っ

た
と
こ
ろ
、４
月
２
日
に
電
話

に
よ
り
選
任
さ
れ
な
い
と
の
通

知
を
受
け
ま
し
た
。

　

連
合
福
岡
結
成
以
降
、過
去

に
お
い
て
は
福
岡
県
労
連
傘
下

の
労
組
推
薦
の
代
表
委
員
候
補

は
一
度
も
任
命
さ
れ
て
い
な
い
。

最
低
賃
金
を
決
定
す
る
と
い
う

労
働
者
・
国
民
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
審
議
会
の
労

働
者
代
表
委
員
が
、特
定
の
労

働
団
体
の
推
薦
者
の
み
に
偏
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、明
ら

か
に
行
政
の
任
命
行
為
に
お
い

て
特
定
団
体
と
の
癒
着
と
不
公

正
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
と
し

か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。県
労
連

は
引
き
続
き
福
岡
労
働
局
に
対

し
て
、抗
議
と
と
も
に
引
き
続

き
公
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民主県政クラブ総会で採択のお礼（左・福留弁護士、中・平元原告団長、右・江口委員長）
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福岡県春闘共闘連絡会議「21春闘経験交流集会」
日　時 ：6 月 26 日㈯ 13 時 30 分から 16 時 30 分
会　場 ：第３博多偕成ビル
講　師 ：弁護士　井下 顕 先生
テーマ ：「�福岡の労働事件の現状と雇用によらない働き方と

の対峙と闘い」

福岡地方最低賃金審議会委員の
不公正な任命に抗議する


